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カーボンニュートラル 2050年実現に向けた中長期目標設定に関するお知らせ 

 

株式会社ツガミは､このたび､地球温暖化の原因となる温室効果ガス排出量削減のため､2050年

カーボンニュートラル達成とそれに向けた中長期目標を新たに設定いたしました。 

気候変動への対応に向け、取組みをさらに強化・加速してまいります。 

 

 

Scope1：事業活動での燃料の燃焼などによる直接排出 

Scope2：他者から供給を受けた電気等の使用に伴う間接排出 

 

 

当社は、これまで、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、様々な取組みを進め、

国内事業活動で排出される CO2排出量を着実に削減しております。今後、省エネ設備等の導

入・更新の継続、再生可能エネルギーの使用拡大、工場における生産技術革新の推進、省エ

ネ・生産効率向上を図る新製品開発などの取組みを、強化・加速して進めてまいります。 

 

気候変動が重要な課題であり、カーボンニュートラルの実現に取組むことが、社会と当社

のサステナビリティにとって不可欠と認識しております。カーボンニュートラル 2050 年達

成を通じて、日本政府が目指す 2030 年度温室効果ガス削減目標 46％（2013 年度比）および

2050年までの脱炭素社会の実現に貢献できるよう努めてまいります。 

 

 

【サステナビリティ経営の強化】 

当社は、サステナビリティが重要な経営課題であると認識しており、2021年 4月にサス

テナビリティ委員会を設置し、2021 年 5月には、国連が提唱する人権・労働・環境および

腐敗防止に関する 10 原則からなる「国連グローバル・コンパクト」へ署名いたしました。 

「国連グローバル・コンパクト」を支持・実践することで、地球規模でのグローバル市民

としての責任を果たし、事業を通じて持続可能な社会の実現に一層貢献できるよう取組みを

推進してまいります。 

その取組みの一環として、上記の気候変動問題への対応を進めております。 

以 上 

◆ 中期目標 ： 2030 年 CO2排出量 55％削減（2013年度比） 

事業活動からの CO2排出量（Scope1+Scope2）を 55％削減 

 

◆ 長期目標 ： 2050 年カーボンニュートラル達成 

事業活動からの CO2排出量（Scope1+Scope2）実質ゼロ 


